
“ 事もなし

冬の朝日に 岩づたふ

黄の鶺鴒の 一羽をりつつ ”
せきれい

北原 白秋 （ 湯ヶ島温泉にて詠う ）

寒波に負けず、感染症を乗り越えて…！
本格的な冬の訪れを思わせる寒波が、温暖な伊豆地方にも襲

来しました。

校庭の水溜りには氷が張り、花壇では、霜柱が長く伸びて土や

小石を持ち上げていました。そんな酷寒の早朝でも子供たちは、

真っ白な息を吐きながら元気な姿で登校し、運動場を颯爽と走る

姿が見られます。運動した後にはコロナ予防のための手洗いを継

続しているため、手には霜焼けやあかぎれができている子も見ら

れます。そのような状況でも、元気に明るく学校生活に取り組む子

供たちの姿を見ると、私たち教職員が元気をもらい、“この子たち

のために頑張らないと…！”と励まされることもあります。

12月中旬に入り、コロナウイルス第8波の拡大状況を鑑み、縦割り遊びや清掃を中止したり、終

業式を集合型からリモート形式に戻したりして、対策を講じています。また、これからはインフルエン

ザの流行る季節になってきます。学校としてできる精一杯の予防対策を講じながら、児童・教職員

一丸となって感染症に立ち向かっていきたいと思っております。

２学期が終わり、冬休みが始まります…！
早いもので、82日間の２学期が終わりに近づきました。運動

会や持久走記録会などの学校行事で活躍した子供たちの姿

や、日々教室で見せる真剣な学びの顔など、心に残るシーンが

数多くありました。また、校外で学ぶ機会も多くあり、その時々に

御家庭や地域の皆様が学校を支え、子供たちとふれ合っていた

だき、児童の成長を支援してくださりました。皆様方の多大なる

ご理解とご協力に、心より感謝を申し上げます。

さて、12月24日（土）より、子供たちが待ちに待った冬休み

が始まります。慌ただしさが増して来る時期ですが、新年を迎え

る期待が膨らむ時でもあります。ぜひこの休みを、親子のふれ合

いや対話を増やす機会にしてみてください。近年、「親子の対話が減少した。」「本来家庭の対話

で身につく語彙が、子供たちに身についていない。」などという声を、しばしば耳にします。たしか

に、部屋にこもってゲームに熱中する子供たちや、仕事や雑務に忙しい大人たち等々、社会全体が

変化し、親子の対話の時間を奪っているのかもしれません。しかし、そんな時代であっても、せめて

年末年始くらいは、伝統的な行事や家族・親類との団らんを通して、親子の対話を増やしてみてく

ださい。そして、ご家族で心を一つにして、良いお年をお迎えください。

３学期の始業式には、全校児童の元気な顔に会えることを期待しています。

【 ↑ 持久走記録会（12/１･木）】

裏面もご覧ください

【↑５年「鈴和製作所」見学 11/25･金】

令和４年12月20日

天城小だより 校長 菊地 勝義



１月の行事予定 ※ 新型コロナウィルス感染症対策のため、行事等は変更する場合があります。

日 曜 給 行 事 日 曜 給 行 事

1 日 元旦 17 火 ○ 家庭読書の日 清潔調べ

2 月 休日 18 水 ○ 体育委員会発表 起震車体験

ＰＴＡ運営委員会

3 火 休日 19 木 ○ たてわり遊び・たてわり清掃

4 水 20 金 ○ フッ素洗口 柏木SSW勤務日

5 木 冬季休業終了 21 土

6 金 × ３学期始業式 特別日課３時間 22 日

（11時30分下校）柏木SSW勤務日

7 土 23 月 ○

8 日 24 火 ○ 清潔調べ

9 月 成人の日 25 水 ○ 巡回作品展（～2/2)

３年温泉体験（船原館））

10 火 弁 交通安全街頭指導 家庭読書の日 26 木 ○ 読み聞かせ たてわり清掃

当 身体測定（５・６年・４組） 西川SC勤務日

清潔調べ 校納金振替日

11 水 ○ 交通安全街頭指導 心の時間 27 金 弁 高学年授業参観会 フッ素洗口

定着度調査 当 ６年懇談会（卒業式説明会）

６年クリーンセンター式典 ＰＴＡ広報部会

12 木 ○ 身体測定（３・４年） 28 土

たてわり遊び・たてわり清掃

西川SC勤務日

13 金 ○ フッ素洗口 代表委員会 29 日

身体測定（１・２年・３組）

14 土 30 月 ○

15 日 31 火 ○ 清潔調べ

16 月 ○ 委員会活動 読書郵便（～2/10）

冬休みは特に御注意ください！ 物を大切にしましょう
「ネットの使い方」 「落とし物…」

冬休みは、子どもたち 残念なお知らせですが、天城小学校では落とし

のインターネットに触れ 物が増加しています。鉛筆や消しゴムは昔からあ

る時間が増えることによ りましたが、最近では、ジャンパーや眼鏡、お弁

り、ＳＮＳを通じて犯罪 当箱等、無くしては困るような物が落とし物箱の

に巻き込まれる危険性が 中に入れられたままになっています。（時期をみて

高まります。 持ち主が分からない場合は廃棄しています。）

インターネットは、安 新学期を迎えるにあたって、学習用具の準備を

全に正しく使うことがで する際、記名をす

きればとても役立つ便利なものです。しかし、事 ることと、物を大

件に巻き込まれるきっかけになったり、いじめの 切にすることを御

きっかけになったりしているのも事実です。 家庭でも御指導く

冬休みは、新たなゲーム機等の電子機器を手に ださい。

入れる機会が多く、その使い方について再度問い 箱に入ったまま

直す必要もある時期ですので、御家庭でもお子さ の落とし物が泣い

んと話し合いをして下さい。 ているようです。

資源回収への御協力ありがとうございました。
12月17日（土）に、第２回資源回収を実施しました。多数の保護者や地域の皆様の御協力をいただき、

ありがとうございました。おかげさまで、今年度の収益は合計で272,560円の収益となりました。

収益金は，子どもたちの教育活動に支出させていただきます。 （文責：鈴木昭則）


